
日本健康心理学会第 34回大会優秀発表賞 

【優秀発表賞 若手奨励部門】 

新型コロナウイルス感染症のヘルスリテラシーと心身の健康および生活への影響との

関連 

〇加藤舞（大阪大学大学院人間科学研究科）・平井啓（大阪大学大学院人間科学研究

科）・山村麻予（大阪大学大学院人間科学研究科・関西福祉科学大学）・三浦麻子

（大阪大学大学院人間科学研究科） 

感謝が向社会的行動を促進する動機づけ過程の検討 

〇小國龍治（関西学院大学）・大竹恵子（関西学院大学・関西学院大学応用心理科学

研究センター） 

笑いによるストレス応答抑制と認知機能改善効果 

〇山越達矢（キリンホールディングス㈱）・阪本亮（近畿大学医学部内科学教室心療

内科部門・近畿大学病院）・西垣翔梧（吉本興業㈱FANY事業部）・田中爽太（吉

本興業㈱FANY事業部）・福田隆文（キリンホールディングス㈱）・金留理奈（キ

リンホールディングス㈱）・鈴木久仁厚（浜松市健康増進課）・梁弘一（吉本興業

㈱FANY事業部）・小山敦子（近畿大学医学部内科学教室心療内科部門・近畿大学

病院）・阿野泰久（キリンホールディングス㈱） 

【優秀発表賞 独創性部門】 

食物アレルギーの心理面に与える影響に関する実態調査(2) ―原因食物の違いによる

差に焦点をあてて―   

〇小西瑞穂（東京成徳大学応用心理学部）・浅川里穂（千葉県子どもと親のサポート

センター）・山本貴和子（国立成育医療研究センターアレルギーセンター）・齋藤

麻耶子（国立成育医療研究センターアレルギーセンター）・佐藤未織（国立成育医

療研究センターアレルギーセンター）・百瀬良（昭和女子大学生活心理研究所）・

大矢幸弘（国立成育医療研究センターアレルギーセンター） 

一般市民のがんに対する偏見軽減のためのウェブ体験学習プログラム「友人サポータ

ー」の実用性評価   

〇土屋雅子（国立がん研究センターがん対策研究所医療提供・サバイバーシップ政策

研究部）・藤田理紗子（国立がん研究センターがん対策研究所医療提供・サバイバ

ーシップ政策研究部）・安達圭一郎（山口大学大学院医学系研究科）・熊谷歌織（北

海道医療大学看護福祉学部）・木全明子（国立がん研究センターがん対策研究所医

療提供・サバイバーシップ政策研究部）・近藤奈美（埼玉医科大学国際医療センタ

ー） 

地域高齢者の要介護リスクに認知症やうつが及ぼす影響 ―10年間の追跡調査―   

〇山内加奈子（福山市立大学教育学部）・小林敏生（愛知県立大学看護学部） 


